
令和７年度 学校経営方針                   北九州市立大里柳小学校長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学校教育目標＞ 
「やさしく」「かしこく」「たくましく」 

 
思いやりの心をもち、主体的に学び続け、 

たくましく生きる子どもの育成 

 確かな知性 
○すべての子どもがわかる・できる
喜びを味わうことのできる授業 

○主体的・対話的で、深い学びを目
指した授業づくり 

〇思考力・判断力・表現力の育成 
   ＜考える力を育む＞ 
〇探究的な学習の充実 
 総合的な学習の時間を中心に 
〇指導と評価の一体化  

形成的評価の充実 
※スクールプラン等のデータを基
にＰＤＣＡサイクルを実施 

※ドリルアプリの効果的な活用、デ
ジタルとアナログの共用による個
別最適な学び 
※必要感に基づく協働的な学び 
※家庭学習ウイークの実施（２週間） 
※高学年における教科担任制、中学
年における持ち合い授業の実施 

※主題研究・研修を核に校内研修の
充実 

※若年研、OJTの充実による指導法
のスタンダード化と授業力向上 

＜児童と心の育ちをつなぐ＞ ＜児童と学びをつなぐ＞ 

 豊かな情操 
○ 自己の生き方を考え、主体的な
判断の下に行動し、自立した人間
として他者と共によりよく生き
るための基盤となる道徳性を養
ため、道徳科の充実を図る。 

○ 人権に関する知識理解と人権
感覚の涵養を基盤として、意識、
態度、実践的な行動力等様々な資
質や能力を育成する。 

 ・教育活動全体を通じた組織的・
計画的な取組による教材開発や
指導法の充実（共生意識） 

 ・教職員の人権感覚向上 
○ 自己実現を目指す生徒指導 
 ・組織的指導の充実 
〇 不登校児童の個に応じた支援 
 ・ステップアップルームの活用 
 ・保護者とのケース会議 
〇 教師と子どもが向き合う時間
の確保と心の居場所づくり 

※特別活動の充実 
※対人スキルの向上 

＜児童と健康・安全をつなぐ＞ 

 明るい健康生活 
○ 健康で安全な活力ある生活を送
るための基礎を培う体力向上及び
健康教育 

 ・体力向上に向けたＰＤＣＡサイ
クルの確立 

 ・運動好きな子どもを育てる体育
科授業の充実 

 ・保健教育の充実 
〇 教育環境整備 
〇 レジリエンス向上 
 ・教師、保護者とともに乗り越え
る経験 

〇 いじめ対応の充実 
 ・積極的認知と誠意ある対応 
○ 健全な心身を培い、豊かな人間
性を育む食育 

 ・栄養教諭との連携による食育の
充実 

○ 主体的に行動する態度を育む防
災教育 

 ・防災教育担当教員を中心とした
指導体制の整備 

 

○環境教育            ○キャリア教育       ○国際理解教育  
 ・SDGｓの推進          ・基礎的・汎用的能力の   ・我が国の伝統や文化の 
 ・牛乳パックリサイクル       育成            理解 
  （４年）                          ・グローバルな視野 
 ・体験活動の重視                       ・コミュニケーション能力 
○教育の情報化          ○福祉教育           
 ・情報活用能力の育成       ・高齢者や障害のある人との       
 ・タブレットの効果的な活用     交流やボランティア体験活動 

＜児童と社会の変化をつなぐ＞ -ＳＤＧｓの視点を踏まえた持続可能な開発のための教育- 

学校像 
○明るさ楽しさ学ぶ
喜びがみなぎって
いる学校 

○学習の場としてふ
さわしい教育環境
が整った安全・安心
な学校 

○家庭・地域の方々と
連携し信頼される
学校 

教師像 

○一人一人の子どもに
自信と勇気を与え、安
心して過ごせる場所
を整え、感動する心を
育む教師 

○日々の授業を大切に
し、創意工夫する教師 

○保護者との信頼関係
をつくり、ともに育て
ていこうとする姿勢
をもつ教師 

会いたい友達・先生、学びたい授業、明日も楽しみな大里柳小 
本年度のキーワード（教師） 

～一人一人に居場所がある大里柳小をつくるために～ 

「心地よい環境づくり」隠れたカリキュラムを意識しましょう。 
「わかる授業づくり」子どもの反応をしっかり受け止めましょう。 
「心の居場所づくり」日々の対話を大切にし、受容しましょう。 

 

特別支援教育  
 特別な教育的支援を必要とする児童の自立や社会参加に向けた主体的な取り組みを支援するという視点に
立ち、児童一人一人の教育的ニーズを把握し、そのもてる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服する
ため、適切な指導及び必要な支援を行う。（学校経営の中核として） 
 

・発達の段階に応じた連続性のある教育（小中一貫教育の推進 保幼小の連携）・カリキュラムマネジメント 

・業務改善推進。平準化で一人一人が元気に働く。 
・風通しのよい職員室へ。 
・若年研、メンター・メンティー制度。 
・先を見据えた研修等の実施 

保護者や地域との連携を密に 
学校運営協議会（国型）地域学校協働活動の充実 

＜教師と教師をつなぐ＞ ＜学校と地域をつなぐ＞ 

＜現在の学校と未来の学校をつなぐ 働き方改革＞ 

・長期休業日以外の年休取得促進 ・留守番電話機能の活用  ・定時退校日の確実な実施 

やさしく かしこく たくましく 


